
平 成 １６ 年 ４ 月 教 育 長 定 例 記 者 会 見 資 料            

事   項 内             容 備     考 

高校生に対する 
就職支援について 

１  平成１６年３月高等学校卒業予定者の就職希望状況と内定
状況について 
 (1)  今春の高校卒業者のうち，求職者数は男女計４,９５３人
で，昨年の４,９０８人よりも０．９％増加している｡ 
 
 
 
 (2) 求人数は,８,６０２人で昨年の７,６８２人と比べて 
１２．０％増加している。 
なお今年の県内求人数は５,９５８人で昨年の４,８４２
人と比較すると，１,１１６人の求人が増加している。 
 
 (3)  求人倍率は，県内が１．２０倍で，昨年の０．９９倍と比
べて０．２１ポイント高くなっている。 

 
 
 
 
 (4) 本年の内定率は９１．８％で，昨年の同時期の８７．７％
に比べて４．１ポイント高くなった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 (5) 就職内定率の月別推移を見ると，１２月は対前年比が 

１．７ポイント増に留まっていたが，１月から３月にかけて
は対前年比が４ポイント台と好調であった。これは１２月か
ら１月にかけて開催した合同就職面接会や高校生就職支援相
談員による求人開拓や学校への求人情報の提供なども内定  
率向上の一因と考えられる。 
(6)  地区別内定率では，平成１５年３月の内定率と比較する
と，県南地区だけがほぼ横ばいであるが，他の地区は内定率
が向上している。 

 
 
 

 
 
○求職者数の推移（３月末現在 茨城労働局調査）                 

 男 女 合計 対前年比 

14 年３月卒 2,774 2,639 5,413  
15 年３月卒 2,602 2,306 4,908 ▲9.3 

16 年３月卒 2,695 2,258 4,953 0.9 
○求人数の推移 （３月末現在 茨城労働局調査） 

 県内 県外 合計 対前年比 

14 年３月卒 5,615 4,636 10,251  

15 年３月卒 4,842 2,840 7,682 ▲25.1 

16 年３月卒 5,958 2,644 8,602 12.0 
○求人倍率の推移（３月末現在 茨城労働局調査） 

 県内 対前年比 合計 

14 年３月卒 1.04  1.89 

15 年３月卒 0.99 ▲0.05 1.57 
16 年３月卒 1.20  0.21 1.74 

○内定率の推移 （３月末現在 茨城労働局調査）                  

   男 女 合計 対前年比 

14 年３月卒 89.8 77.9 84.0  
15 年３月卒 91.2 83.8 87.7 3.7 

16 年３月卒 94.2 88.9 91.8 4.1 
○内定者数の推移（３月末現在 茨城労働局調査） 

 男 女 合計 

14 年３月卒 2,492 2,057 4,549 

15 年３月卒 2,374 1,932 4,306 

16 年３月卒 2,540 2,007 4,547 
○内定率の月別推移（３月末現在 茨城労働局調査） 

 12 月 １月 ２月 ３月 

15 年３月卒 59.4 68.9 82.8 87.7 

16 年３月卒 61.1 73.6 87.3 91.8 
対前年比 1.7 4.7 4.5 4.1 

○地区別内定率一覧（３月末現在 茨城労働局調査） 

地区 求人数 希望者 求人倍率 内定者 内定率 前年の内定率 

県北 679 751 0.90 687 91.5 85.7 
水戸 1,635 1,365 1.20 1,257 92.1 89.3 

鹿行 791 695 1.14 637 91.7 86.7 

県南 1,342 933 1.44 821 88.0 88.1 
県西 1,511 1,209 1.25 1,145 94.7 87.8 

合計 5,958 4,953 1.20 4,547 91.8 87.7  

 
高校教育課 指導担当(内線 5259) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 ２ 合同就職面接会の成果 
    茨城県教育委員会が，茨城労働局，公共職業安定所と共催で実施し，就職内定につなげた。 
○ 合同就職面接会の結果（３月末現在 茨城労働局調査） 

平成１５年度 平成１４年度 
地区 開催地 開 催 場 所 開催日 

参加生徒数 内定者数 参加生徒数 内定者数 
県北 日 立 ﾎﾃﾙｻﾝｶﾞｰﾃﾞﾝ日立 １/１５ ２６８ ８６ ３１５ ６１ 

水 戸 ﾎﾃﾙﾚｲｸﾋﾞｭｰ水戸 １/１９ ４９０ １８３ ４６３ １４７ 
水戸 
大 宮 ﾍﾞﾙﾄｩｰﾚ常洋 １２/ ４ １６８ ６３ １７２ ５２ 

鹿行 鹿 嶋 ﾎﾃﾙｾﾝﾄﾗﾙ １/２１ ２６８ ８７ ２９１ １１１ 
県南 土 浦 京成ﾎﾃﾙ １/１６ ２６３ ９７ ２７６ ５８ 

県西 下 館 三の丸ﾎﾃﾙ １/２３ １６６ ７９ １３３ ２９ 

計 １,６２３ ５９５ １,６５０ ４５８ 
                               
３ 高校生就職支援相談員の活動状況等 
  平成１６年３月県立高等学校卒業予定者の就職内定率の向上を目指し，県立高等学校に配置した５人の高校生就職支援相談員が，各地区の事業
所を訪問して求人開拓し，求人情報を学校に提供した。 

○ 平成１５年度の訪問及び求人開拓状況（平成１５年４月～平成１６年３月の状況） 

訪問企業数 求人企業数 求人数 内定者数 求人数に対する内定者数の割合 （参考）対前年比 
２,８４７社 ７３８社 ２,８２６人 １,４７０人 ５２.０％ １１.１ 

 
（参考） 
○ 平成１４年度の訪問及び求人開拓状況（平成１４年１０月～平成１５年３月の状況） 

訪問企業数 求人企業数 求人数 内定者数 求人数に対する内定者数の割合 

１,４２４社 ３１１社 ９２５人 ３７８人 ４０.９％ 
 
４ 就職内定率向上のための平成１６年度の取組                                                                          
 (1)  県教委による取組                                                                                          
 
    ア 求人要請訪問の実施 
   ・ 経済４団体訪問（６月，９月，１２月，２月） 
   ・ 求人要請訪問週間の設置                                                    

 
    イ  合同就職面接会の開催（１２月～１月）           
 
    ウ  高校生就職支援事業（平成１６年４月～平成１７年３月）                                           
        概 要   平成１７年３月高等学校卒業予定者の就職内定率の向上を目指し，学校に高校生就職支援相談員を配置し，新たな求人の開

拓や生徒に対する就職指導や相談に当たる。 
         人 数      １０人の高校生就職支援相談員（平成１５年度は５人） 
      配置校  ・ 求人の開拓を中心に行う相談員５人の配置校（平成１５年度と同じ業務） 

県立高等学校 日立商業，大洗，鉾田第二，石岡商業，真壁 
                    ・ 生徒の相談や就職指導を中心に行う相談員５人の配置校（新たな業務） 

県立高等学校 
松丘(月火水)と北茨城(木金)，笠間(月火水)と茨城東(木金)，潮来(月火水)と波崎(木金) 
取手一(月水金)と取手二(火木)，石下(月火木)と境西(水金) 

 

今年度は昨年度と比較して
内定者が４５８人から５９
５人に，１３７人増加した
ため，内定率向上の一因と
なった。 



 
  エ 高校生就業体験推進事業（平成１５～１７年度の３年間） 
     目 的   就職を希望する高校生が産業現場等でインターンシップ（就業体験）のできる体制の確立を支援し，インターンシップの実

施により高校生の望ましい勤労観，職業観を育成し，ミスマッチの解消や早期離職の防止をめざす。 
     内 容  (1) インターンシップ連絡協議会（５月７日） 
               参加者：就職希望者のいる高等学校の教員 
                   (2) 地区別インターンシップ推進会議（６月，１月で県内１１地区）  
               参加者：ハローワーク，商工会議所，市町村役場，企業，学校等の各担当者 
          (3) 就職希望者全員のインターンシップの実施 
          (4) 各学校での就職希望者を対象とした社会人による職業教育講演会の開催 
 
  オ 就職指導担当者研修事業（平成１６年度） 

     目 的   高等学校の就職指導担当者に対して，就職指導に必要な専門知識と技術を習得させ，各学校の就職指導の中核となる者とし
ての資質の向上を図り，高等学校の進路指導の充実に資する。 

     内 容  (1) 研修日数 年間８日 
          (2) 主な内容 就職指導についての広範な基礎的・実践的研修及びキャリア・カウンセリング演習 
 
 (2) 学校における取組 
    ア 平成１５年度の取組を継続して実施 
      (ｱ) 生徒へのガイダンスの機能の充実                                             
   (ｲ) 各学校の校長，進路指導主事による企業への求人要請訪問の実施                  
     (ｳ) 進路指導主事を中心に，ハローワークの情報を活用した新たな求人開拓の実施        
    (ｴ) 不採用になった生徒の指導の強化及び保護者への助言    
  イ 未就職卒業者に対して，高校生就職支援相談員や公共職業安定所の相談員と連携して就職斡旋を継続 
      (ｱ) いばらき就職支援センターの活用 
 
 

 
 


